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　 めん羊の舌扁桃 は、牛 と同様に特定部位 に指定され
てお り、と畜場での除去と焼却が義務づけられている。
　しか し、めん羊の舌扁桃に関 しての文献[4]は 少な く、
その分布状況は把握で きていない。そのため現在の と
　ころ、めん羊の舌扁桃 除去は牛 に準 じて行 っている。
そこで今回、 と畜場 に搬入 されためん羊の舌扁桃の分
布状況 を調査 し、その除去方法の検討を行 った。
Ⅲ.研 究方法
　管内 と畜場 に搬入 された胎齢4～9ヶ 月の牛胎児17
頭、0～1ヶ 月齢の牛5頭 及び0～36ヶ 月齢 のめん羊
14頭 の舌 を検体 として、10%緩 衝 ホルマ リン固定後正
中線で左右 に分割 し、左半分について舌根部か ら舌尖部
方向へ約4ｍ ｍ ずつ細切 した。その後、常法に従いパラ






脳、眼、扁桃が含まれ、扁桃について も適切 に除去す る
よう通知 されている。[2]















　　牛の舌扁桃は、胎齢9ヶ 月頃に扁桃組織 を形成 し始





　　めん羊の舌扁桃 は、牛 と同様 に粘膜固有層のみに存
　在 し、最後位有郭乳頭付近(下 図)に 分布する傾向が
　認め られた。よって、これまで通 り、めん羊の舌にお
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